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地 方 病 院図書室 の 悩 み

高山赤十字病院

岡 前 久 美 子

◆・ＩＩＩ・・◆・ＩＩＩ！・◆・ＩＩＩＩ・◆ ■ｎｉｌ・◆・ｌ｜ｌｉ・●・ｌｌｌ＞・◆・ｎｉｌ・◆・ｎｉｌ・●・ｎｉｌ・ ◆・ＩＩＩ！・◆・ＩＩＩ！・◆・ＩＩＩ！・◆・ｎｉｌ・ ・Ｉｌｌｌ・●・Ｉ｜Ｉ！・◆・ＩＩＩ！・◆・ｌｌｌｌ・◆ ＜ＩＩＩＩ・◆・ＩＩＩ！・ ・Ｉｌｌｌ・◆・ＩＩＩ！・◆・ｎｉｌ・◆・ｎｉｌ・◆・ｌｌｌ・＞◆・ＩＩＩＫ●・Ｉ｜Ｉ！・◆■ＩＩＩ！・●・ＩＩＩ・ ◆

．一
一
－
’
一

◆
一
一
一
一
一
一

◆

・
Ξ

－
・

◆

・
Ξ

－
１

・
一
一
一
一
・
◆

一
一
一
一
一
・
◆

・
一
一
一
一
・
◆

・
Ξ

’
・
◆

一
Ξ

－
一
◆

一
一

＝
一
一
◆

・
一
’

一
一
・
◆

・
Ξ

一
・

◆
・
Ｚ

一
９

図書室 スタートにおける問題

昭和５３年、病院の改築に伴い図書室ができ、 りでしたが、図書室を利用する人は多くはあ

その図書室に４月より私か司書として勤める りません。図書室が出来たということのＰＲ

ことになりました。 が不足であったこと、蔵書内容が貧弱で、欲

当病院は、地方の小さな町にある病床数が しい資料が少なすぎたこと等、利用者と資料

３６０、職員数約４００名の中小病院です。 図 （ 図書 ）を結びつけるための積極的な働きか

書室スタートの当時を考えてみますと、手さ けが欠けていすこせいですが、初心者の私にと

ぐりの状態で、とまどいばかりでした。図書 っては分らず、途方にくれる状態でした。

室の仕事に対する未熟さから図書室の体制を 朴木氏１ が、病院図書室には充分育った人

整えるのに手間がかかり、今なお不十分な状 材が必要であることを指摘されていますが、

態です。それは次の点が特に原因となってい このことは新しく図書室をスタートさせる場

ました。 合には重要なことと、同感せざるをえません。

１）司書資格はあっても実務経験がなかった ただ、地方においては人材も恵まれていない

こと。 ため、私のようなケースになるのかと思われ

２）図書室で扱う資料は医学書が大半である ますが、自分の未熟さを補うために勉強をし

のに、その方面の知識が皆無であったこと。 ようにも、十分な資料が見つかりません。図

３）協力を求めるべき大学図書館、病院図書 書室の仕事内容については、公共図書館、大

室が近くになかったこと。 学図書館を対象とした資料は多くありますが、

４）図書室ができたばかりで、それまでの実 病院の図書室といった小規模な、そして特殊

績、歴史がないこと。 な図書室に適したものは極端に少ないのです。

まず、学生時代の参考書をもとにして、図 経験豊かな図書室担当者にとっては当り前

書の整理（ ＮＤＣ一日本十進分類法一を使用 のことが、初心者にとっては分らぬことばか

しての、分類・目録カード作成・所蔵雑誌目 りということもあります。病院図書室と他の

録の作成 ）を約一一‘カ月かけて終了させ、次い 図書室とを比較した時、どういう点が違うか、

で、本の貸出と文献の複写を中心とした図書 どういう業務が必要となるのか、又可能であ

室活動を始めました。 一応形は整えたつも るのか、について具体的に書かれた資料が少

７



いようです。

最近では、当協議会（ 近畿病院図書室協議

で会 ）が新規加盟の図書室に対して訪問指導を

１．したり、専門コンサルタントを紹介すること

ノが可能になった事を知り心強く思ってはいま

ノすが、ｒ地方の場合はそれもま 、ゝならない現状

といえ・ます。また、研修会に参加して勉強し

たくども、なかなか容易に出かけるこどもで

ｊきません。

現在、日本病院会にはメディカル・セレク

タ・；－や、診療録管理士養成のための通信講

座。がありますが、これらを図書室担当者のだ

めに拡げることは不可能なのでしょうか。。病

院それぞれの事情により、：図書室の在り方が

。異なるとはいえ、機能論を考えれば、共に共

通する部分があることと思われます。

情報学、文献検索法、図書館学、医学基礎

知識と、学びたいことは沢山あります６

書 庫

［ 図 １ ］

図書室案内図

閲覧室

現在 の当 図書室 の様子 について

［図１］は当図書室案内図で、［図２］は

利用案内です。

この図に示したものの他に、病院の紀要の

仕事も引き受けており、来年度からはスライ

ド作成の機械を預かることになっています。

このように図書室のサービスも少しづつ巾広

く拡大しつゝある状態です。

図書室の利用者も、昨年と比較すると二倍

に増加したとはいえ、まだ活溌に利用されて

いるというところまでにはゆかず、今後の問

題となっています。’

現在、病院長をはじめ図書委員の先生方の

理解が得られて、図書の収納能力を拡大する

ために移動書架の設置工事が進められていま

すＪ また昭和５５年度の図書購入のための 充

分な予算がすでに組まれており、喜こんでい

ます。

雑誌コーナー

医学中央雑誌

二次資料 ＩＮＤＥＸ ＭＥＤＩＣＵＳ ＝

国内医学雑誌記事索引

８



［ 図 ２ ］

高 山赤十 字 病 院

図 書 室 利 用 案 内

本 の貸出し

１人 ３冊まで。

期間は２週間。

期限に遅れないように／

閲 覧

開架書庫ですから

自由に本が捜せます。

夜間利用ができます。

長期貸出

各科を対象に最高

＼

までの長期貸出してい
ま す 。

文献複写

犬

・図書室の本、雑誌の複写

します。料金は１枚１５円。

・図書室にない文献は大学、

他病院図書室を通じて複

写入手します。

但し、実費請求。

９

Ｓｉ

開 館 時 間

月曜～金曜日

８：３０～４：３０

土 曜 日

８： ３０ ～ １２： ３０

雑誌特集記事案 内

医局人口黒板に掲示

しております。

ノ
書 室

内線３２７番

そ の 他

・投稿用英文抄録等の

英文タイプ打ちます。

・図書室で購入して欲

しい本、雑誌があり

ましたら御申出下さ

い。

新着図書案内

回覧にてお知らせして

います。

文献 検索

・特定テーマについて

文献調査致します。

・又、継続的に最新情

報が欲しい場合も申

し出て下さい。

［二次資料］

・ｌｎｄｅχＭｅｄｉｃｕｓ

・医学中央雑誌

・国内医学雑誌記事

索引




